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2はじめに

◼ 第29回本小委員会（2022年6月24日）において、三次①応札不足の要因として十分な応札量が供出されて
いないことが主要因と整理し、2024年度以降において、一般送配電事業者が必要な調整力を確保するための
仕組み等について、関係箇所とともに検討していくこととしていたところ。

◼ 今回、応札不足における問題点の整理、およびこれらに対する主に技術的な対応方法について検討を行ったため、
その方向性についてご議論いただきたい。



3（参考）需給調整市場における検討課題について

出所）第33回需給調整市場検討小委員会（2022年11月2日）参考資料1をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_33_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_33_haifu.html


4（参考）第29回本小委員会における今後の進め方について

出所）第29回需給調整市場検討小委員会（2022年6月24日）資料2をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_29_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_29_haifu.html
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7需給調整市場に求められる事項

◼ 需給調整市場については、需給一致の最後の砦である調整力を調達する市場であるため、調達の確実性ならびに
効率性・透明性といった視点が一層重要になってくるところ。

出所）第7回制度検討作業部会（2017年6月6日）資料3をもとに作成
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/007_03_00.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/007_03_00.pdf


8応札不足における問題点について

◼ こうしたなか、現在、三次①および三次②においては、募集量に対して応札量が不十分といった状況が続いており、
将来的（2024年度以降）にもこういった状況が継続すれば、全ての調整力に対し、「競争不足による調達価格
の高騰」や、応札不足の結果生じる調達不足に伴う「安定供給への支障※」が懸念される。

◼ この対策の一環として、第32回本小委員会（2022年9月26日）においては、セーフティネットとしての余力活用の
考え方について整理したものの、これだけでは十分ではなく、抜本的には応札不足への対策を講じる必要がある。

市場の
競争環境

柔軟性
（くし形系統）

効率性
（新規参入）

確実性
（かつ透明性）

応札
不足

調達
不足

セーフティネット活用
（余力活用）

安定供給への支障

※現状においては、調整力電源である電源Ⅰ・Ⅱにより安定供給に支障は生じていない。

競争不足による
調達価格の高騰

市場外調達による
不透明性

継続すると

事業者
行動



9（参考）セーフティネットとしての余力活用契約の考え方

出所）第32回需給調整市場検討小委員会（2022年9月26日）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_32_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_32_haifu.html


10今回の検討に関する方向性

◼ 2024年度以降、調整力公募が終了し、一次から三次②までの全ての調整力を需給調整市場から調達することと
なるため、応札不足への対応については、一次から三次②までの全ての調整力に対し実施する必要がある。

◼ そのため、現時点で取引が開始されている三次①（週間取引）ならびに三次②（前日取引）の取引状況の分析
結果も踏まえ、全ての調整力を対象とした対応策の検討を行った。

【現 在】

需給調整市場

・ 三次調整力①

【2024年以降】

・ 三次調整力②

調整力公募

・ 電源Ⅱ

・ 電源Ⅰ

需給調整市場

・ 三次調整力①

・ 三次調整力②

・ 二次調整力②

・ 二次調整力①

・ 一次調整力

現在の取引状況を踏まえ
全調整力を対象とした検討
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12三次①取引実績について

◼ 6月以降の三次①の取引は落札量に増減はあるものの、システムトラブルもなく、順調に実施されている。
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6/1～10/31分 出所）送配電網協議会HPの情報をもとに、広域機関にて作成
落札量：全8ブロックの合計値

【三次①落札量の推移（全国合計）】



13（参考）三次①取引実績について

出所）第29回需給調整市場検討小委員会（2022年6月24日）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_29_haifu.html

4/1～5/31分

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_29_haifu.html


14三次①の調達不足状況について

◼ 他方で、調達不足については、7月中旬以降減少傾向にあるものの、依然として発生している状況。

[MW/日]

6/1～10/31分 出所）送配電網協議会HPの情報をもとに、広域機関にて作成
調達不足量：全8ブロックの合計値

【三次①調達不足量の推移（全国合計）】



15（参考）三次①の調達不足状況について 4/1～5/31分 出所）送配電網協議会HPの情報をもとに、広域機関にて作成
調達不足量：全8ブロックの合計値

[MW/日]
【三次①調達不足量の推移（全国合計）】
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17三次②取引実績について

◼ 6月以降の三次②の取引は一部システムトラブルはあったものの、概ね順調に実施されている。

[MW/日]

6/1～10/31分 出所）送配電網協議会HPの情報をもとに、広域機関にて作成
落札量：全8ブロックの合計値

【三次②落札量の推移（全国合計）】



18（参考）三次②取引実績について 4/1～5/31分

[MW/日]

【三次②落札量の推移（全国合計）】

出所）送配電網協議会HPの情報をもとに、広域機関にて作成
落札量：全8ブロックの合計値



19三次②の調達不足状況について

◼ 他方で、調達不足については増減はあるものの、依然として発生している状況。

6/1～10/31分

[MW/日]

出所）送配電網協議会HPの情報をもとに、広域機関にて作成
調達不足量：全8ブロックの合計値

【三次②調達不足量の推移（全国合計）】



20（参考）三次②の調達不足状況について 4/1～5/31分 出所）送配電網協議会HPの情報をもとに、広域機関にて作成
調達不足量：全8ブロックの合計値

[MW/日]

【三次②調達不足量の推移（全国合計）】
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22応札不足に対する取り組みについて

◼ 応札不足の要因としては大きく、「調整力供出事業者の行動内容」と、「需給調整市場の競争環境」が考えられる。

◼ そのため、事業者行動を把握する観点から「取引会員へのヒアリング」の実施、および市場競争環境を改善する観点
から「取引スケジュールの変更（確実性）」、「需給調整市場向け連系線利用枠の拡大（柔軟性）」および「商品
要件の緩和（効率性）」について検討を行った。

市場の
競争環境

柔軟性（くし形系統）

・連系線利用枠拡大

効率性（新規参入）

・商品要件緩和

確実性（かつ透明性）

・取引スケジュール変更

応札
不足

調達
不足

安定供給への支障競争不足による
調達価格の高騰

継続すると

事業者
行動

・ヒアリング

青字：今回の検討内容

セーフティネット活用
（余力活用）

市場外調達による
不透明性
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24三次①応札に係る取引会員へのヒアリング調査について

◼ 第29回本小委員会におけるアンケート調査の結果において、主に週間調達であることから需給変動リスクを考慮した
応札となっているといった回答をいただいていた。他方、スポット市場に売電する量を事前に確保したうえで、三次①に
応札といった特異な応札となっている事業者の存在も判明した。

◼ これらを踏まえ、今回、改善効果の大きさや詳細な応札方法を把握する観点から、代表的な取引会員を選定し、
資源エネルギー庁とともにヒアリング調査（深掘り調査）を行った。

週間取引
一次～三次①

前日取引
三次②



25（参考）アンケート調査結果（1/3）

出所）第29回需給調整市場検討小委員会（2022年6月24日）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_29_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_29_haifu.html


26（参考）アンケート調査結果（2/3）

出所）第29回需給調整市場検討小委員会（2022年6月24日）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_29_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_29_haifu.html


27（参考）アンケート調査結果（3/3）

出所）第29回需給調整市場検討小委員会（2022年6月24日）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_29_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_29_haifu.html


28需給変動リスクの織り込み方について

◼ 週間取引による予測の不確実性を理由に、今回調査を行った全ての会員が何らかの需給変動リスクを織り込んだ
うえで、応札量を算定しているとの回答があった。

◼ 一方、リスクの織り込み方については、1項目のみ織り込んでいる会員もいれば、複数項目にそれぞれ織り込んでいる
会員も存在し、また、バランス停止機についても大半の会員は応札量に含めている一方で、応札量に含めていない
会員もいるなど、それぞれの対応に違いが見られた。

◼ こういった複数項目のリスク等を織り込んでいる会員が、リスクの織り込みが少ない会員に追従することができれば、
応札量は増加すると考えられ、事業者の積極的な応札行動を促すことを目的に、望ましい姿（あるいは望ましく
ない姿）を例示することについて、国において検討することとしてはどうか。

想定需要の
上振れ

週間取引時点

電源脱落
リスク

再エネ供給力
下振れ

スポット取引時点

0～1%
の上振れ

翌日取引時点

0～1%
の上振れ

バランス停止機

ヒアリング結果にて回答のあった
需給変動リスクの各項目

週間取引
一次～三次①

前日取引
三次②

週間取引以降の取引において織り込みが
想定されている需給変動リスク



29応札量算出の考え方について

◼ また、需給変動リスクの織り込み以外で、応札量が増えない要因としては、三次①以外の取引量を控除したうえで
応札している会員が複数存在していることが分かった。

◼ 理由は様々ではあるものの、会員間での価格規律やガイドラインの解釈の違いが影響していることが考えられる。

◼ こういった解釈の違いが解消されることで、応札量が増加するとも考えられ、事業者の積極的な応札行動を促すこと
を目的に、望ましい姿（あるいは望ましくない姿）を例示することについて、国において検討することとしてはどうか。

考え方 事業者意見

スポット市場入札量を
応札量から控除

・需給調整市場への供出により、スポット市場への供出量が減ることが、「適正な電力取引に
ついての指針」（適取ガイドライン）に沿った考え方であるかの判断がつかない

・週間取引の段階ではスポット市場の価格想定ができず、逸失利益についての合理的な
説明が困難

・競争力のある電源はシングルプライスであるスポット市場へ供出する方が経済的である

三次②供出量を応札量から控除 ・属地エリアの三次②の供出量も意識したうえで入札

エリア応札量を参考に応札 ・属地エリアの安定供給を考え、エリア募集量を参考にしている

価格規律、競争環境関係
・三次①（週間取引）と三次②（前日取引）の価格規律が同じであり、固定費等については
三次②でも回収が可能であることから、スポット市場での買戻しリスクを冒してまで、三次①へ
応札するインセンティブが無い

週間取引
一次～三次①

前日取引
三次②



30

1. 応札不足による問題点について

2. 需給調整市場の取引状況について

• 三次①取引状況

• 三次②取引状況

3. 応札不足に対する取り組みについて

• 取引会員へのヒアリングについて

• 取引スケジュールの変更について

• 需給調整市場向け連系線利用枠の拡大について

• 商品要件緩和について

4. 応札不足に対する今後の進め方

5. まとめ

目次



31取引スケジュールの変更について

◼ 先述のとおり、週間取引による予測の不確実性を理由に、何らかの需給変動リスク等を織り込んだうえで、応札量を
算定している取引会員が多いのが実態である。

◼ これら予測の不確実性の低減策としては、取引スケジュールの変更も考えられることから、変更にあたり制約となりうる
事項を考慮のうえ、どのようなスケジュール変更が考えられるかについて検討を行った。

前週
前々日

前日
当日

火曜 AM PM

現行の取引
スケジュール

14時 16時 6時 10時 12時 14時 17時

時間前
市場開場

17時

BG計画
提出

FIT
2回目
通知

FIT
1回目
通知

三次①
入札〆

BG週間
計画提出

SP市場
入札〆

SP入札量
検討

BG計画
作成

三次②
検討

BG計画変更
時間前検討

BG週間
計画作成

三次②
入札〆

４日～10日※

※火曜日に土曜日から翌週の金曜日分の取引を実施

週間取引
一次～三次①

前日取引
三次②



32スケジュール変更にあたり制約となりうる事項

◼ スケジュール変更にあたっては、リソースの起動特性や卸電力市場の取引スケジュール等を考慮する必要がある。

◼ これらについて過去の整理を踏まえると、三次①取引スケジュールの変更にあたり制約となりうる事項は以下のとおりと
考えられる。

① リソースの起動特性：短期停止 1～1.5日程度、長期停止 2.5～3日程度

② 高性能リソースが卸電力市場で売切れる前に確保：スポット市場前での取引

③ BGのスポット市場への供出量検討時間：4時間程度

④ BGの再エネ供給力の算定：前々日16時（FIT1回目通知）、前日6時（FIT2回目通知）

⑤ BGのΔkW供出量検討時間：三次②の場合2時間程度（前日12受付開始、14時〆切）

◼ 上記制約のうち①が週間調達の主たる要因となっている部分であることから、2024年以降の制度設計を踏まえた
うえで見直しができないか、再度検討を行った。

週間取引
一次～三次①

前日取引
三次②



33（参考）制約となりうる事項①

◼ 1週間未満の停止であれば、起動指令から給電運用まで最長で1日程度。

◼ 長期停止した発電機を起動指令から給電運用を行うためには最長で2.5日程度。

◼ ただし、同一発電所で2機以上の並列が必要な場合は、上記に加え0.5日程度必要。

◼ 上記を踏まえ、リソースの起動スケジュールとしては最長で3日程度必要との考えを示していた。

出所）第3回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2017年5月23日）資料3をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2017/chousei_sagyokai_03_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2017/chousei_sagyokai_03_haifu.html


34（参考）制約となりうる事項②

◼ 調整力確保タイミングとしては、「高性能なものが卸市場で売り切れる前に確実に確保する」との理由から、三次②
を除く商品について、卸電力市場より前の週間断面で行うと整理していた。

出所）第6回需給調整市場検討小委員会（2018年10月9日）資料3をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_06_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_06_haifu.html


35（参考）制約となりうる事項③④

◼ 2016年4月から一般送配電事業者によるFIT特例①の通知が開始され、前々日16時にFIT通知を行っていたとこ
ろ。この通知時間を後ろ倒しすることで、平均的な予測誤差を低減する取り組みについて議論が行われた。

◼ FIT特例①の予測量を受領した後、スポット市場への入札量を決定するまでに要する時間は1～4時間程度。

（旧一電：約4時間 、新電力：約1～2時間）

◼ TSOは前日3時前後に受信したデータにより予測を行う。

◼ これらを考慮し、FITの２回目の通知は前日6時（スポット入札〆切：前日10時）と整理した。

出所）第18回電力・ガス基本政策小委員会（2019年5月28日）資料4をもとに作成
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/pdf/018_04_00.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/pdf/018_04_00.pdf


36リソースの起動特性に伴う制約について（再検討）

◼ 現行の起動特性による制約は、長期停止を行っており、かつ実需給当日までバランス停止を継続する予定のリソース
について、ΔkW約定をキックに起動準備させることが目的と考えられるところ。

◼ 一方、こういった長期停止の蓋然性が高いガス・石油火力の起動特性の分析結果によると、起動指令の24時間後
には約90%以上のリソースが起動可能となっている。

◼ また、容量市場が開始される2024年度以降においては、卸電力市場と需給調整市場の競合が起こる蓋然性が
高い広域予備率8%以下となった場合には、容量市場のリクワイアメントにより、週間断面から事業者に対しバランス
停止機の自発的な起動準備ならびに卸電力市場・需給調整市場への応札を求めることとなる。

◼ これらを踏まえた場合、週間調達ではなく前々日あるいは前日断面での調達に変更したとしても、起動特性に伴う
制約に与える影響は軽微であると考えられる。

週間取引
一次～三次①

前日取引
三次②



37（参考）リソースの起動特性

出所）第62回制度設計専門会合（2021年6月29日）資料7
https://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/062_07_01.pdf

https://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/062_07_01.pdf


38（参考）容量市場リクワイアメントの概要（需給ひっ迫のおそれがあるとき）（1/2）

◼ 容量市場落札電源に対し、需給ひっ迫のおそれがあるときには下記のリクワイアメントが課される。

• 稼働可能な計画となっている電源等（バランス停止機含む）は、小売電気事業者との契約により電気を供給す
ること、若しくは、スポット市場等の卸電力市場・需給調整市場に応札する

• 市場へ応札する余力は、燃料制約によって減じることを原則認めない

• 需給ひっ迫のおそれがあるとき、対応可能な範囲で計画停止の中止を求める

出所）第42回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2019年8月27日）資料3をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2019/2019_chousei_jukyu_42_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2019/2019_chousei_jukyu_42_haifu.html


39（参考）容量市場リクワイアメントの概要（需給ひっ迫のおそれがあるとき） （2/2）

◼ 広域機関は、翌週分の需給バランスを評価して、前週木曜日に需給ひっ迫のおそれ判定を実施する。
（広域予備率8%未満が見込まれる場合に、「需給注意報」等のアラートを発信）

◼ 前週木曜日断面での判定は、発電事業者に対し、電源の起動時間を考慮したうえで、容量市場のリクワイアメント
を遵守させることで、起動準備を促すためのものとなる。

出所）第42回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2019年8月27日）資料3をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2019/2019_chousei_jukyu_42_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2019/2019_chousei_jukyu_42_haifu.html


402024年度以降を見据えた場合の制約となりうる事項

◼ 2024年度以降の制度設計を踏まえた場合、取引スケジュールの変更にあたり制約となる事項は以下のとおりとなる
か。

① リソースの起動特性： 1～1.5日程度 ⇦ 見直しが可能ではないか

② 高性能リソースが卸電力市場で売切れる前に確保：スポット市場前での取引

③ BGのSP供出量検討時間：4時間程度

④ BGのΔkW供出量検討時間：三次②の場合2時間程度（前日12受付開始、14時〆切）

⑤ BGのFIT供給力の算定：FIT1回目通知（前々日16時）、FIT2回目通知（前日6時）

◼ 上記を踏まえ、現行の取引スケジュール等を考慮したうえで、新たなスケジュール案について検討を行った。

前週
前々日

前日
当日

火曜 AM PM

現行の取引
スケジュール

14時 16時 6時 10時 12時 14時 17時

時間前
市場開場

17時

BG計画
提出

FIT
2回目
通知

FIT
1回目
通知

三次①
入札〆

BG週間
計画提出

SP市場
入札〆

SP入札量
検討

BG計画
作成

三次②
検討

BG計画変更
時間前検討

BG週間
計画作成

FIT供給力
確定

FIT供給力
暫定値受領

三次②
入札〆

4時間 2時間

週間取引
一次～三次①

前日取引
三次②



41取引スケジュール変更の方向性

◼ 取引スケジュールの変更は、応札事業者の予測の不確実性を軽減させるのが目的となる。

◼ この予測の不確実性の要因を考えた場合、需給対象日に近く、至近の気象データに基づく再エネ供給力の算定が
可能となるFIT通知後に、日々（毎日）取引を行う方向が考えられるところ。

予測の
不確実性

想定需要の精緻な
算定が困難

再エネ供給力の精緻な
算定が困難

電源脱落リスクあり

需給対象日付近の需要実績
を反映できない

週間気象予報となり
精度が低い

気象データにもとづく
再エネ予測値がない

需給対象日までの期間が長く
トラブルリスクを排除できない

実需給当日までの期間を
短くするのが効果的ではないか

FIT通知後が
よいのではないか

需給対象日までの期間を
短くするのが効果的ではないか

週間取引
一次～三次①

前日取引
三次②



42取引スケジュール変更の具体案

◼ 再エネ供給力の精緻な算定を考えると、前日6時のFIT2回目通知後に実施することが望ましい一方で、制約事項
としては、スポット市場前のBG供出量検討に要する時間（4時間程度）の確保が必要となる。

◼ これらを踏まえると、FIT2回目通知後に実施することは難しく、再エネ供給力の算定としては暫定値となるものの、
FIT1回目通知後から2回目通知までの間に日々（毎日）取引を行う案が考えられるところ。

◼ 一方、実施にあたっては、スケジュール変更による効果（実効性）分析、実務的課題やシステム改修に要する期間
の検討も必要となることから、引き続き、国と連携し検討を行ったうえで、実施の可否について判断することとしたい。

前々日
前日

AM PM

スケジュール
変更案

16時 6時 10時 12時 14時 17時

時間前
市場開場

BG計画
提出

FIT
2回目
通知

FIT
1回目
通知

SP市場
入札〆

三次②
入札〆

SP市場供出量検討に
4時間程度必要

FIT1回目通知
～

FIT2回目通知
の間に日々実施

SP市場前の取引が必要

週間取引
一次～三次①

前日取引
三次②



43

1. 応札不足による問題点について

2. 需給調整市場の取引状況について

• 三次①取引状況

• 三次②取引状況

3. 応札不足に対する取り組みについて

• 取引会員へのヒアリングについて

• 取引スケジュールの変更について

• 需給調整市場向け連系線利用枠の拡大について

• 商品要件緩和について

4. 応札不足に対する今後の進め方

5. まとめ

目次



44需給調整市場向け連系線利用枠の拡大について

◼ 需給調整市場での取引に利用できる連系線容量（以下、連系線利用枠）については、電力・ガス取引監視等委
員会において、需給調整市場で広域的に調達することによる経済的なメリットと、卸電力市場で用いる連系線容量
が減少することによる経済的なデメリットを考慮し、社会便益が最大となるように設定されている。

◼ 一方、三次①・三次②応札不足の背景として、日本の系統がくし形であることに伴う連系線制約により広域調達に
上限があることも、その要因の1つと考えられるところ。

◼ これらを踏まえ、社会便益を損なうことなく連系線利用枠を拡大することにより、より一層の広域調達を促すことができ
ないかについて、検討を行った。

Aエリア
応札量

Aエリア
募集量

Bエリア
応札量

Bエリア
募集量

調達
不足

余剰

連系線
利用枠

Bエリアに余剰があるものの連系線制約
によりAエリアで一部しか約定できない

約定量 約定量

小

Aエリア Bエリア

Aエリア
応札量

Aエリア
募集量

Bエリア
応札量

Bエリア
募集量

充足

連系線
利用枠
拡大

約定量 約定量

大

Aエリア Bエリア

【現状】 【連系線利用枠拡大】

連系線制約緩和により
Aエリアでの約定量が増加

余剰なし

週間取引
一次～三次①

前日取引
三次②



45（参考）三次①向け連系線確保量の考え方

出所）第70回制度設計専門会合（2022年2月18日）資料4
https://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/070_04_00.pdf

https://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/070_04_00.pdf


46（参考）2022年度三次①向け連系線利用枠（β）4月～9月

出所）第70回制度設計専門会合（2022年2月18日）資料4
https://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/070_04_00.pdf

https://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/070_04_00.pdf


47（参考）2022年度三次①向け連系線利用枠（β）10月～3月

出所）第70回制度設計専門会合（2022年2月18日）資料4
https://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/070_04_00.pdf

https://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/070_04_00.pdf


48（参考）三次①の調達不足に関する議論状況

出所）第68回制度検討作業部会（2022年7月14日）資料5をもとに作成
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/068_05_00.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/068_05_00.pdf


49連系線利用枠の拡大方法について

◼ 現在、連系線利用枠はマージンとして扱うことから、運用容量の範囲内で設定されている。需給調整市場においては、
その範囲内で取引が行われている。

◼ 一方、想定される潮流がΔkWの約定の方向と反対方向の場合、実際に使用できる連系線容量については大きく
なるとも考えられるところ。

◼ 現在のΔkW取引においては、この想定潮流が加味されていないことから、需給調整市場の取引時に一定量の想定
潮流を設定することで、連系線利用枠を拡大する方法について検討を行った。

順方向

逆方向

運用容量（順）

運用容量（逆）

連系線
利用枠

取引時に
使用可能な
連系線容量

想定潮流
を設定

連系線
利用枠 想定潮流に対する相殺分を

加味した場合、取引時に
使用可能な連系線容量
が増加

卸電力市場向け 卸電力市場向け

（現在のΔkW取引時） （ΔkW取引時の利用枠拡大）

順方向の取引を想定した場合のイメージ

反対方向

週間取引
一次～三次①

前日取引
三次②

（実需給断面）

ΔkW
マージン

計画潮流
実際に使用可能
な連系線容量

反対方向
考慮されて

いない



50（参考）ΔkWマージンに関する調整力等委での議論

◼ 第43回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2019年9月30日）にて、需給調整市場における調
整力のために確保する連系線容量は、マージンとして取り扱うことと整理されており、マージンは連系線の運用容量の
一部として設定される。

出所）第43回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2019年9月30日）資料4をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2019/2019_chousei_jukyu_43_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2019/2019_chousei_jukyu_43_haifu.html


51想定潮流を設定する連系線の基本的な考え方

◼ 想定潮流を設定することにより連系線制約が緩和される一方で、想定潮流より実際の潮流が少ない、あるいは反対
方向となる場合は、ΔkW約定量の一部が実需給断面において融通できなくなるといったリスクも存在する。

◼ このため、想定潮流を設定する連系線については、一方向への潮流が支配的な連系線に限定することが考えられる。

例）一方向への潮流が支配的な送電線（中国-九州間） 単位：MW

春
昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間

夏 秋 冬

春～秋は逆方向の潮流が支配的となっている

順方向

逆方向

春
昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間

夏 秋 冬

昼間 夜間

昼間 夜間

順方向

逆方向

例）一方向への潮流が支配的でない送電線（北海道-東北間）

※ グラフはGC時点の計画潮流。昼間は6~18時。春は4~6月、夏は7~9月、秋は10~11月、冬は12~3月

週間取引
一次～三次①

前日取引
三次②



52想定潮流の設定方法（週間取引時）

◼ 本来的には想定潮流値は実潮流に近い方が望ましいものの、週間取引時はスポット市場や時間前市場の取引前
であり、計画潮流は決まっていないのが実態である。

◼ そのため、週間取引時には、計画潮流を元にした想定潮流の設定ではなく、過去実績を元にした想定潮流を設定
することも考えられる。

◼ この場合、前述の想定潮流設定によるリスクを極力低減するとの観点から、過去3ヵ年の潮流実績（GC時の計画
潮流）の3σ相当値を算出したうえで、全て同一方向となる連系線を対象に、最小値を想定潮流値としてはどうか※。

※需給ひっ迫融通が想定される場合や、大型電源の稼働状況や再エネの導入状況等により
想定潮流に大幅な変化が見込まれる場合には、想定潮流を設定しないことも考えられる

前週 前日
当日

火曜 AM PM

現行の取引
スケジュール

14時 10時 14時 17時

時間前
市場開場

三次①
入札〆

SP市場
約定

三次②
入札〆

週間取引実施 約定結果にもとづく潮流想定ができない

GC時

計画潮流が確定

週間取引
一次～三次①

前日取引
三次②



53想定潮流の設定対象となりうる連系線（週間取引時）

◼ 過去3ヵ年の潮流実績（GC時の計画潮流）の3σ相当値を算出したうえで、全て同一方向となる連系線の抽出を
行ったところ、下表の連系線が対象になると考えられる。

想定潮流を設
定する送電線

利用枠が拡大
される送電線

対象期間
（参考）
想定潮流

東北-東京間
（順方向）

東北-東京間
（逆方向）

春・昼間 601

春・夜間 187

夏・昼間 1,765

夏・夜間 1,261

秋・昼間 539

秋・夜間 682

想定潮流を設
定する送電線

利用枠が拡大
される送電線

対象期間
（参考）
想定潮流

関西-中国間
（逆方向）

関西-中国間
（順方向）

夏・昼間 -244

秋・昼間 -155

冬・昼間 -77

冬・夜間 -90

中国-九州間
（逆方向）

中国-九州間
（順方向）

春・昼間 -287

春・夜間 -139

夏・昼間 -244

夏・夜間 -75

秋・昼間 -549

秋・夜間 -358

週間取引
一次～三次①

前日取引
三次②

※昼間は6~18時。春は4~6月、夏は7~9月、秋は10~11月、冬は12~3月

単位：MW単位：MW



54（参考）各連系線の過去のGC時点の計画潮流（1/6）

北海道-東北間

東北-東京間

春

単位：MW

昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間

夏 秋 冬

春

昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間

夏 秋 冬

赤枠：想定潮流の設定対象候補

※昼間は6~18時。春は4~6月、夏は7~9月、秋は10~11月、冬は12~3月



55（参考）各連系線の過去のGC時点の計画潮流（2/6）

東京-中部間

中部-関西間

単位：MW

春

昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間

夏 秋 冬

春

昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間

夏 秋 冬

※昼間は6~18時。春は4~6月、夏は7~9月、秋は10~11月、冬は12~3月



56（参考）各連系線の過去のGC時点の計画潮流（3/6）

中部-北陸間

北陸-関西間

単位：MW

春

昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間

夏 秋 冬

春

昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間

夏 秋 冬

※昼間は6~18時。春は4~6月、夏は7~9月、秋は10~11月、冬は12~3月



57（参考）各連系線の過去のGC時点の計画潮流（4/6）

関西-中国間（順方向）

関西-中国間（逆方向）

単位：MW

春

昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間

夏 秋 冬

春

昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間

夏 秋 冬

赤枠：想定潮流の設定対象候補
※昼間は6~18時。春は4~6月、夏は7~9月、秋は10~11月、冬は12~3月



58（参考）各連系線の過去のGC時点の計画潮流（5/6）

関西-四国間

中国-四国間

単位：MW

春

昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間

夏 秋 冬

春

昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間

夏 秋 冬

※昼間は6~18時。春は4~6月、夏は7~9月、秋は10~11月、冬は12~3月



59（参考）各連系線の過去のGC時点の計画潮流（6/6）

中国-九州間 単位：MW

春

昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間

夏 秋 冬

赤枠：想定潮流の設定対象候補

※昼間は6~18時。春は4~6月、夏は7~9月、秋は10~11月、冬は12~3月



60（参考）想定潮流（順方向）の3σ相当値

北海道-東

北
東北-東京 東京-中部 中部-関西 中部-北陸 北陸-関西

関西-中国

_順

関西-中国

_逆
関西-四国 中国-四国 中国-九州

01_春 01_昼間 19年度 -428 601 -600 -2,499 -300 -500 -2,872 -3,829 -1,400 -1,200 -2,702

20年度 -166 2,344 -600 -2,500 -1,215 -771 -3,477 -3,860 -1,400 -1,199 -2,680

21年度 -370 806 -1,500 -2,500 -1,600 -1,268 -3,337 -3,850 -1,400 -1,136 -2,550

22年度（参考） -491 262 -2,100 -2,500 -759 -574 -3,980 -4,331 -1,400 -1,200 -2,670

01_春 02_夜間 19年度 -493 187 -600 -1,999 -134 -281 -1,905 -2,306 -1,400 -1,199 -2,053

20年度 -187 2,368 -600 -2,490 -1,294 -800 -2,541 -3,133 -1,400 -809 -2,454

21年度 -428 362 -1,500 -2,000 -1,636 -165 -1,895 -2,515 -1,400 -592 -2,398

22年度（参考） -454 -999 -2,100 -2,500 -746 -329 -2,665 -3,070 -1,400 -1,186 -2,450

02_夏 01_昼間 19年度 -514 2,120 -600 -2,155 -300 -847 -2,750 -3,489 -1,400 -1,200 -2,780

20年度 -417 1,962 -600 -2,500 -613 -449 -3,874 -4,200 -1,400 -1,200 -2,780

21年度 -423 1,765 -1,500 -2,500 -1,664 -704 -3,465 -4,288 -1,400 -1,200 -2,780

22年度（参考）

02_夏 02_夜間 19年度 -508 2,270 -600 -1,998 -88 -627 -2,528 -3,071 -1,400 -1,200 -2,665

20年度 -389 1,771 -600 -2,481 -679 -167 -3,011 -3,416 -1,400 -1,040 -2,706

21年度 -454 1,261 -1,500 -2,500 -1,746 -434 -2,988 -3,231 -1,400 -1,012 -2,778

22年度（参考）

03_秋 01_昼間 19年度 -489 539 -600 -2,500 -298 -969 -2,590 -3,269 -1,400 -1,200 -2,780

20年度 -458 1,178 -600 -2,500 -487 -809 -3,518 -4,008 -1,400 -1,200 -2,780

21年度 -85 1,559 -1,500 -2,500 -1,248 -21 -3,399 -3,913 -1,400 -1,211 -2,770

22年度（参考） #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM!

03_秋 02_夜間 19年度 -491 682 -600 -2,000 -1,064 -763 -1,999 -2,395 -1,400 -1,200 -2,689

20年度 -454 1,128 -600 -2,000 -527 -599 -2,265 -3,258 -1,400 -1,098 -2,548

21年度 -75 1,315 -1,200 -2,500 -1,213 0 -2,768 -3,115 -1,400 -1,194 -2,543

22年度（参考） #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM!

04_冬 01_昼間 19年度 -526 1,887 -600 -2,500 -292 -492 -2,910 -3,378 -1,400 -1,200 -3,010

20年度 -455 -772 -1,200 -2,499 -1,045 -922 -3,517 -3,860 -1,400 -763 -3,075

21年度 -400 -1,351 -2,091 -2,500 -881 -1,068 -3,590 -4,100 -1,400 -1,200 -3,150

22年度（参考） #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM!

04_冬 02_夜間 19年度 -462 2,030 -600 -1,992 -72 -462 -1,855 -2,481 -1,400 -1,200 -2,997

20年度 -460 -1,450 -1,200 -1,893 -1,256 -794 -2,045 -3,114 -1,400 -320 -2,782

21年度 -82 -2,236 -1,800 -2,500 -1,082 -693 -3,209 -3,660 -1,400 -1,055 -2,940

22年度（参考） #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM!

全期間 19年度 -509 311 -600 -2,496 -300 -806 -2,794 -3,604 -1,400 -1,200 -3,010

20年度 -458 -505 -1,200 -2,500 -1,038 -862 -3,674 -4,198 -1,400 -1,200 -3,025

21年度 -425 -1,337 -1,800 -2,500 -1,653 -990 -3,436 -4,038 -1,400 -1,200 -3,140

22年度（参考） -485 -889 -2,100 -2,500 -735 -560 -3,888 -4,550 -1,400 -1,200 -2,780

過去3ヵ年の3σ値の最小値を
想定潮流として設定

※昼間は6~18時。春は4~6月、夏は7~9月、秋は10~11月、冬は12~3月



61（参考）想定潮流（逆方向）の3σ相当値

※昼間は6~18時。春は4~6月、夏は7~9月、秋は10~11月、冬は12~3月

北海道-東

北
東北-東京 東京-中部 中部-関西 中部-北陸 北陸-関西

関西-中国

_順

関西-中国

_逆
関西-四国 中国-四国 中国-九州

01_春 01_昼間 19年度 688 4,938 559 807 300 1,025 496 -213 -175 112 -374

20年度 584 5,434 598 1,282 496 1,096 543 -340 0 207 -342

21年度 685 4,731 1,500 1,195 487 1,245 930 369 164 184 -287

22年度（参考） 737 3,990 987 545 114 1,236 -546 -980 0 209 -694

01_春 02_夜間 19年度 437 3,888 600 692 0 1,104 633 -111 -83 140 -319

20年度 578 5,025 490 1,435 299 1,246 1,120 -45 0 600 -351

21年度 575 3,553 1,500 1,364 649 1,474 1,394 623 209 353 -139

22年度（参考） 700 3,440 690 607 99 1,260 -340 -1,055 77 102 -700

02_夏 01_昼間 19年度 634 5,044 600 1,348 300 952 497 -505 -851 36 -427

20年度 697 6,207 600 1,355 471 1,594 -55 -1,033 -61 333 -369

21年度 781 5,612 1,500 1,235 300 1,683 637 -244 124 367 -224

22年度（参考）

02_夏 02_夜間 19年度 359 4,731 522 1,494 300 1,085 708 -538 -700 162 -525

20年度 578 6,128 600 1,578 300 1,668 525 -610 -142 436 -406

21年度 714 4,537 1,500 1,477 103 1,896 1,282 292 318 342 -75

22年度（参考）

03_秋 01_昼間 19年度 321 4,128 600 1,337 300 1,249 88 -781 -237 4 -791

20年度 743 5,222 600 1,481 427 473 15 -529 -354 300 -549

21年度 771 5,329 1,500 1,413 230 1,015 666 -155 308 184 -915

22年度（参考） #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM!

03_秋 02_夜間 19年度 44 4,178 592 1,450 200 1,122 389 -598 -257 23 -358

20年度 264 4,303 600 1,523 212 497 295 -525 0 367 -462

21年度 753 5,003 1,500 1,545 18 1,182 1,160 192 417 169 -963

22年度（参考） #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM!

04_冬 01_昼間 19年度 578 4,643 600 1,317 64 1,339 518 -495 -337 283 -463

20年度 817 5,854 1,200 2,605 300 1,514 1,179 -77 0 599 130

21年度 869 5,795 1,500 795 703 1,275 164 -656 -262 65 -1,398

22年度（参考） #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM!

04_冬 02_夜間 19年度 85 4,578 600 1,163 0 1,300 599 -649 0 453 -1,221

20年度 825 5,875 1,200 2,552 300 1,375 1,415 -90 0 981 124

21年度 848 5,770 1,500 788 143 1,392 367 -478 0 107 -1,175

22年度（参考） #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM! #NUM!

全期間 19年度 668 4,811 600 1,380 299 1,282 577 -209 0 345 -418

20年度 815 6,128 1,200 2,471 412 1,538 1,088 -210 0 601 82

21年度 848 5,770 1,500 1,401 521 1,717 1,092 277 246 334 -202

22年度（参考） 720 4,166 924 536 109 1,252 -469 -1,054 0 179 -702

過去3ヵ年の3σ値の最小値を
想定潮流として設定



62想定潮流の設定方法（前日取引時）

◼ 次に、前日取引の場合、時間前市場取引前であり計画潮流自体は確定していないものの、卸電力市場での取引
の大宗を占めるスポット市場の約定後であることから、このスポット市場での約定結果をもとに想定潮流値を算出する
ことが考えられる（この場合、週間取引時と異なり、全連系線を対象に利用枠拡大が可能）。

◼ 一方、前日取引後に行われる時間前市場においても潮流値は変化する可能性はあるため、三次②の時間前市場
供出の結果等も踏まえながら、全連系線を対象に、前日取引時の想定潮流を設定することとしてはどうか※。

前週 前日
当日

火曜 AM PM

現行の取引
スケジュール

14時 10時 14時 17時

時間前
市場開場

三次①
入札〆

SP市場
約定

三次②
入札〆

前日取引実施想定潮流を作成

GC時

計画潮流が確定

週間取引
一次～三次①

前日取引
三次②

※需給ひっ迫融通が想定される場合や、大型電源の稼働状況や再エネの導入状況等により
想定潮流に大幅な変化が見込まれる場合には、想定潮流を設定しないことも考えられる



63計画潮流が想定外となる場合の対応

◼ 他方、実際の計画潮流が想定潮流よりも少ない、あるいは反対方向となる場合は、ΔkW約定量の一部が実需給
断面において融通できなくなる可能性があり、その場合はΔkWを調達したエリアは、調整力不足となる可能性がある。

◼ こういった状況は 3σ相当値を超える状況であることから、ΔkW調達不足に相当する緊急時と考えられるため、余力
活用契約による追加起動の対象ならびにそれによる対応が基本になると考えられる。

【計画潮流が想定外となる場合】

順

逆

運用容量（順）

運用容量（逆）

融通不可能な
ΔkW

想定潮流

連系線
利用枠

計画潮流

ΔkW
約定量

計画潮流

ΔkW
約定量 計画潮流

ΔkW
約定量

融通不可能な
ΔkW

計画潮流が想定潮流と
同じ向きで多い場合

ΔkW全量
融通可能

計画潮流が想定潮流と
同じ向きだが少ない場合

計画潮流が想定潮流と
反対向きの場合

週間取引
一次～三次①

前日取引
三次②



64（参考）ΔkW調達不足時の対応（余力活用）

出所）第32回需給調整市場検討小委員会（2022年9月26日）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_32_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_32_haifu.html


65連系線利用枠拡大についての今後の進め方

◼ 連系線利用枠拡大については、応札不足対応として一定の効果が期待できる一方、実施にあたってはシステム改修
を含めた実務的な課題の検討が必要となる。

◼ そのため、引き続き、国と連携し検討を行ったうえで、改めて実施の可否について判断することとしたい。

週間取引
一次～三次①

前日取引
三次②



66

1. 応札不足による問題点について

2. 需給調整市場の取引状況について

• 三次①取引状況

• 三次②取引状況

3. 応札不足に対する取り組みについて

• 取引会員へのヒアリングについて

• 取引スケジュールの変更について

• 需給調整市場向け連系線利用枠の拡大について

• 商品要件緩和について

4. 応札不足に対する今後の進め方

5. まとめ

目次



67需給調整市場における商品要件緩和に向けた検討内容

商品 検討項目 導入目標時期 ステータス・導入への課題 小委付議

一次 オフライン枠上限の拡大 未定
・一次単独必要量の4%を上限
・市場開設後の応札状況やリソース評価の結果等
を参考に対象リソースや上限拡大を検討

第26回

三次② ブロック時間の見直し 2025年度
・ブロック時間を30分とする
・システム開発の検討中

第26回

三次② 応動時間の見直し 2025年度
・応動時間を60分とする
・システム開発の検討中

第26回

一次～
三次①

ブロック時間の見直し 未定
・ブロック時間を30分とする
・導入開始時期およびシステム改修期間を検討

第28回

共通 最低入札量の見直し 未定
・専用線の最低入札量を1MWに変更する
・システム改修期間について検討中

第28回

週間取引
一次～三次①

前日取引
三次②

◼ 需給調整市場における競争環境促進のためには、商品要件緩和による参入リソース拡大も有効と考えられる。

◼ そのため、現在検討中の下表の商品要件緩和内容について、引き続き検討を進めていきたい。



68（参考）オフライン枠上限の拡大

出所）第26回需給調整市場検討小委員会（2021年11月2日）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2021/2021_jukyuchousei_26_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2021/2021_jukyuchousei_26_haifu.html


69（参考）三次②ブロック時間・応動時間の見直し

出所）第26回需給調整市場検討小委員会（2021年11月2日）資料4
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2021/2021_jukyuchousei_26_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2021/2021_jukyuchousei_26_haifu.html


70（参考）一次～三次①ブロック時間の見直し

出所）第28回需給調整市場検討小委員会（2022年2月24日）資料3-1
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2021/2021_jukyuchousei_28_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2021/2021_jukyuchousei_28_haifu.html


71（参考）最低入札量の見直し

出所）第28回需給調整市場検討小委員会（2022年2月24日）資料3-1
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2021/2021_jukyuchousei_28_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2021/2021_jukyuchousei_28_haifu.html


72需給調整市場における市場参入機会拡大に向けた検討内容

商品 検討項目 導入目標時期 ステータス・導入への課題 小委付議

共通 ネガポジ単体リソースの参入 2023年度※

・リソース単体で最低入札量を満たすネガポジリソース
のネガポジ型参入

・参入要件およびシステム改修期間を検討

今回付議
(第34回)

共通 機器個別計測 未定
・機器個別におけるアセス／事前審査／入札精算約
定の課題整理と対策案を検討

第32回

共通 低圧アグリ 未定 ・機器個別計測の低圧アグリへの適用可否を検討 第32回

週間取引
一次～三次①

前日取引
三次②

◼ 需給調整市場における競争環境促進のためには、合わせて市場参入機会を拡大するネガポジ単体リソース参入や
機器個別・低圧リソースの活用なども有効と考えられる。

◼ そのため、現在検討中の下表の市場参入機会拡大内容についても、引き続き検討を進めていきたい。

※今回の本小委員会の資料4における審議項目



73（参考）機器個別計測

出所）第32回需給調整市場検討小委員会（2021年9月26日）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_32_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_32_haifu.html


74（参考）低圧アグリ

出所）第32回需給調整市場検討小委員会（2021年9月26日）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_32_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_32_haifu.html


75

1. 応札不足による問題点について

2. 需給調整市場の取引状況について

• 三次①取引状況

• 三次②取引状況

3. 応札不足に対する取り組みについて

• 取引会員へのヒアリングについて

• 取引スケジュールの変更について

• 需給調整市場向け連系線利用枠の拡大について

• 商品要件緩和について

4. 応札不足に対する今後の進め方

5. まとめ

目次
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商品 No 課題 詳細

一次 1-1
1-2
1-3

広域調達
オフライン枠
必要量

1ルート連系エリアにおける広域調達可否と開始時期
オフライン枠の上限値の在り方
2024年度取引開始に向けた必要量の検討および精査

二次① 2-1
2-2

技術要件
必要量

遅れ時間のスペックダウン防止策の検討
2024年度取引開始に向けた必要量の検討および精査

二次② 3-1 必要量 2024年度取引開始に向けた必要量の検討および精査

三次① 4-1
4-2

必要量
調達不足

2023年度に向けた必要量の検討および精査
調達不足解消に向けた施策

三次② 5-1
5-2

必要量
時間前市場

必要量低減の取り組み（共同調達、アンサンブル予測等）
実需給断面において不要となる調整力の時間前市場への売り入札

複合 6-1
6-2
6-3

アセスメント分析
一次アセスメント
必要量

アセスメントⅡ違反となる要因の分析
一次のみのアセスメント方法の検討
2024年度取引開始に向けた必要量の検討および精査

共通 7-1
7-2
7-3
7-4
7-5
7-6

ネガポジ
機器個別
ブロック時間
最低入札量
専用線
混雑系統

リソース単体で最低入札量を満たすネガポジリソースの参入可否
需給調整市場における機器個別計測・低圧アグリの可否
ブロック時間の見直し時期
最低入札量の見直し時期
低コスト方式の拡大
将来の混雑系統からの調整力の調達の在り方

需給調整市場における課題一覧

◼ 今回示した技術的な観点からの応札不足への対応案については、実務的な課題やシステム改修ボリュームについて
の深堀りが必要な項目も多く、その影響が多岐に渡ることも想定されるところ。

◼ 特にシステム改修については、様々な案件が輻輳しており、優先順位を定めて対応していく必要があるところ、他案件
も含めてどのような優先順位とするか、実施の可否も含めて、今年度中を目途に別途お示ししたい。
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78まとめ

◼ 応札不足における問題点の整理、およびこれらに対する主に技術的な対応方法について検討を行った。

＜取引会員へのヒアリングについて＞

✓ 需給変動リスク等の織り込み方や価格規律・ガイドラインの解釈等について会員間で違いがあることが分かった。
これらが解消されることで、応札量が増加するとも考えられ、事業者の積極的な応札行動を促すことを目的に、
望ましい姿（あるいは望ましくない姿）を例示することについて、国において検討することとしてはどうか。

＜取引スケジュールの変更について＞

✓ 予測の不確実性低減策として、週間取引ではなくFIT1回目通知後から2回目通知までの間に日々（毎日）
取引を行う案が考えられるところ。一方で、実施にあたっては、スケジュール変更による効果（実効性）分析や、
実務的課題、システム改修に要する期間の検討も必要となることから、引き続き、国と連携し検討を行ったうえで
実施の可否について判断することとしたい。

＜需給調整市場向け連系線利用枠の拡大について＞

✓ 取引時に一定量の想定潮流を設定することで、連系線利用枠を拡大し、より一層の広域調達を促す方法が
考えられるところ。一方で、実施にあたってはシステム改修を含めた実務的な課題の検討が必要となることから、
引き続き、国と連携し検討を行ったうえで、改めて実施の可否について判断することとしたい。

＜商品要件の緩和＞

✓ 商品要件の緩和や市場参入機会拡大に向けて、引き続き検討を進めていきたい。

＜応札不足の今後の進め方について＞

✓ システム改修等において、様々な案件が輻輳しており、優先順位を定めて対応していく必要があるため、他案件
も含めてどのような優先順位とするか、実施の可否も含めて、今年度中を目途に別途お示ししたい。


